
1992年出上の木簡

4  3

京
都
。鳥
羽
離
宮
跡

所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
伏
見
区
竹
田
浄
菩
提
院
町

。
竹
田
内
畑
町

。
田
中

殿
町

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
七
六
年

（昭
５．
）
一
一
月
を

一
九
七
七
年
三
月

一
一　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
〓

一月
を

一
九
八
〇
年
四
月

二
一　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
七
月
を
九
月

四
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
一
〇
月
を

一
一
月

発
掘
機
関
　
　
②
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

調
査
担
当
者
　
磯
辺
　
勝

。
会
下
和
宏

・
加
納
敬
二

・
鈴
木
久
男

・
長
宗

繁

一
・
前
田
義
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
離
官
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

訥
　
　
後
期
↓
江
戸
時
代

嚇

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

期
　
　
の概
要

醐
　

蔦
羽
離
官
跡
は
、
京
都
市
菊

練

の
郊
外
、
現
在
の
名
神
高
速
道

僚

路
京
都
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
南
方

一
帯
に
位
置
す
る
。

応
徳
三
年

（
一
〇
八
一◇
、
白
河
天
皇
が
、
退
位
後
の
離
官
と
し
て
造
営
し
た

の
が
最
初
で
、
そ
の
後
も
次
々
に
拡
大
さ
れ
た
。

離
官
は
、
南
殿
、
北
殿
＾
泉
殿
、
東
殿
、
田
中
殿
、
馬
場
殿
か
ら
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
御
所
に
は
証
金
剛
院
、
勝
光
明
院
、
成
菩
提
院
、
安
楽
寿
院
、
金
剛

心
院
と
い
っ
た
御
堂
が
付
随
し
た
。
後
述
す
る
東
殿
、
田
中
殿
に
関
し
て
は
、

東
殿
が
嘉
承
三
年

（
三

〇
八
）
に
、
田
中
殿
は
仁
平
二
年

（
一
一
五
一σ
に
造
営

さ
れ
た
こ
と
が
記
録
に
残
っ
て
い
る
。

こ
の
離
官
は
、　
一
四
世
紀
頃
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
大
部
分
は

廃
絶
し
、
現
在
で
は
、
白
河
天
皇
陵
、
鳥
羽
天
皇
陵
、
近
衛
天
皇
陵
、
及
び
近

世
に
再
興
さ
れ
た
安
楽
寿
院
や
北
向
不
動
、
城
南
官
な
ど
が
そ
の
姿
を
留
め
る

の
み
で
あ
る
。

以
前
出
土
し
た
本
誌
未
掲
載
分
も
含
め
て
報
告
す
る
。

一　
第
二

一
次
調
査

（東
殿
）

調
査
地
は
東
殿
推
定
地
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
建
物
、
溝
、
土
坑
な
ど
を

検
出
し
た
ゃ

建
物
は
、
根
石
及
び
礎
石
か
ら
な
る
が
、
調
査
区
外
に
展
開
す
る
た
め
全
貌

は
明
ら
か
で
な
い
。
同

一
遺
構
面
の
上
坑
よ
り
出
上
し
た
土
師
器
類
か
ら
み
て
、

平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

溝
は
、
南
北
方
向
に
走
る
Ｓ
Ｄ
二
、
及
び
こ
れ
を
切

っ
て
東
西
方
向
に
走
る

幅
約
三
ｍ
の
Ｓ
Ｄ
一
Ｂ
が
あ
る
。　
Ｓ
Ｄ
二
は
、　
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時



代
に
か
け
て
、　
Ｓ
Ｄ
一
Ｂ
は
鎌
倉
時
代
と
室
町
時
代
の
二
時
期
に
区
分
で
き

之
０

。

木
簡
は
、
ｓ
Ｄ
一
Ｂ
か
ら
、
四
点
が
出
上
し
た
。
伴
出
遺
物
に
は
、
曲
物
、

漆
器
、
仏
像
な
ど
が
あ
る
。

一
一　
第
五
四
次
調
査

（東
殿
）

調
査
地
は
東
殿
推
定
地
に
あ
た
り
、
前
述
し
た
第
二

一
次
調
査
地
の
北
隣
に

あ
た
る
。
周
辺
の
調
査
で
は
、
東
隣
の
第
三
五
次
調
査
に
お
い
て
平
安
時
代
末

期
か
ら
江
戸
時
代
に
至
る
遺
構
を
検
出
し
て
い
る
。
特
に
東
西
に
走
る
幅
六
ｍ

以
上
の
堀
状
の
遺
構
か
ら
、
多
量
の
上
器
片
と
と
も
に
、
木
製
品
、
金
属
製
品

が
出
土
し
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
上
坑
、
井
戸
、

溝
な
ど
を
検
出
し
た
。
ま
た
、
前
述
し
た
東
西
方
向
の
堀
の
延
長
部
に
あ
た
る

Ｓ
Ｄ
一
〇
、
及
び
こ
れ
に
交
差
し
て
南
北
に
走
る
堀
Ｓ
Ｄ
七
も
検
出
し
た
。
時

期
的
に
は
、
出
土
遺
物
か
ら
鎌
倉
時
代
に
は
確
実
に
造
ら
れ
て
お
り
、
江
戸
時

代
に
お
い
て
も
く
ば
み
状
に
残

っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
の
堀
は
、

前
述
の
第
二

一
次
調
査
や
第
二
五
次
調
査
に
お
い
て
検
出
さ
れ
た
溝
や
堀
と

一

連
の
遺
構
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
ｓ
Ｄ
一
〇
か
ら
、
多
量
の
木
製
品
と
と
も
に
、
六
点
が
出
上
し
、
平

安
時
代
末
期
か
ら
江
戸
時
代
前
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
Ｓ
Ｄ
七

か
ら
、
仏
像
や
人
形
と
み
ら
れ
る
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。

〓
一　
第

一
二
四
次
調
査

（東
殿
）

調
査
地
は
、
東
殿
北
東
部
に
あ
た
る
。
周
辺
の
調
査
で
は
、
第
二
九
次
調
査

に
お
い
て
柱
穴
群
及
び
井
戸
を
重
複
し
た
状
態
で
検
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
当
地
域
は
雑
舎
的
な
性
格
を
有
し
た
建
物
が
あ

っ
た
地
区
と
推
定

し
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
鳥
羽
離
官
期
の
井
戸
、
土
坑
、
溝
な
ど
を
検
出
し
た
。

木
簡
は
、
南
北
溝
ｓ
Ｄ
二
八
か
ら
、
多
量
の
完
形
土
器
、
木
製
品
と
と
も
に
、

三
四
点
が
出
上
し
て
お
り
、　
〓

一世
紀
後
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
　
第

一
三
八
次
調
査

（田
中
殿
）

調
査
地
は
、
田
中
殿
跡
地
と
推
定
さ
れ
る
。
周
辺
の
調
査
で
は
、
建
物
、
建

物
基
壇
の
地
業
、
地
鎮
具
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
本
調
査
に
お
い
て
も
こ

う
し
た
遺
構
の
検
出
が
予
想
さ
れ
た
。

調
査
の
結
果
、
建
物
基
壇
の
地
業
を
検
出
し
た
。
地
業
は
玉
石
を
敷
き
つ
め

た
層
と
粘
土
層
の
互
層
に
よ
り
版
築
さ
れ
、
層
厚
七
五
ｉ
九
〇
側
に
も
及
ぶ
。

木
簡
は
、
地
業
最
下
層
、
地
山
よ
り

一
〇
伽
上
の
シ
ル
ト
層
内
に
お
い
て
、

文
字
の
書
か
れ
た
面
が
下
に
な
っ
た
状
態
で
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第
二

一
次
調
査

（東
殿
）

ω
　
。
「
玲
諸
神
□
□
守
所
也

ｏ
」

。
「
とく
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩ω∞
×
Ｎド×
μ　
ｏωＦ



1992年出上の木簡

②

　

　

口
国
　
中
陰
四
十
九
日
中
造
立
□

□

口
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

・
□
薩
回
乃
至
法
界
□
等
利
益
　
　
　
」
　

（ＮＳ
溢
賀
卜
ｏ自

０

　

「
＜
南
無
阿
弥
陀
仏

ｏ
」
　
　
　
　
　
　
　
ドト受
μ貿
中
ｏ常

①
　
。
「
□
□
性
覚
□
位
　
　
　
」

名
應
永
五
年
十
月
十
五
日
」
　
　
　
　
　
　
］『賀
∞受
ヽ
冨

ω
②
Ｏ
は
卒
塔
婆
、
①
は
位
牌
で
あ
る
。

⑪
は
上
端
部
が
圭
頭
形
、
下
端
部
に
穿
孔
が
あ
る
。　
一
文
字
日
は
梵
字
で
、

表
は

「
力
」
と
読
み
地
蔵
菩
薩
を
指
す
。
裏
は

「バ
ン
」
と
読
み
大
日
如
来
を

指
す
。
②
は
上
端
部
が
折
損
し
、
下
端
部
が
尖
る
。
③
は
上
端
部
が
圭
頭
形
、

上
部
左
右
両
側
面
の
三
箇
所
に
切
り
込
み
が
入
り
、
下
部
に
は
穿
孔
が
あ
る
。

①
は
上
端
部
が
圭
頭
形
、
下
端
部
は
両
側
面
が
切
り
取
ら
れ
方
形
の
突
起
状
に

な
る
。

一
一　
第
五
四
次
調
査

（東
殿
）

①
　
。
「
＜
南
無
阿
弥
陀
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
」

。
「
＜
　
　
　
　
　
　
　
慶
長
十
三
年

〔慈
己

質
埼

更
＜
賀
□
久
西
童
子
　
　
□
□

七

月

三

日

　

日

　

　

」

∞
Φ
受

伽
ダ

μ

冨

②

　

「
＜
南
無

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
通
契
∞
暮

０

　

「
＜
□
南
無

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∪
遜
受
∞
ｏ常

⑭

　

「
脊
川
二
丈

一
尺
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
いド貸
卜父
誤

３
岸

０

　

「
鳥
羽
二
丈

一
尺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（謡
Ｘ
卜契
∞
ｏｓ

ω
は
上
部
の
左
右
両
側
面
四
箇
所
に
切
り
込
み
が
入
る
。
裏
面
上
半
五
文
字

は
梵
字
で

「
キ
ャ
・
力
・
ラ
・
バ

・
ア
」
と
読
み
、
地
水
火
空
風
を
指
す
。
②

は
上
部
左
右
両
側
面
二
箇
所
に
切
り
込
み
が
入
り
、
下
部
は
折
損
す
る
。
０
も

②
と
同
様
に
上
部
左
右
両
側
面
二
箇
所
に
切
り
込
み
が
入
り
、
下
部
は
折
損
す

玄０
。⑭

は
上
端
部
が
圭
頭
形
、
下
端
部
は
尖
り
、
墨
書
の
残
り
具
合
も
非
常
に
良

い
。
「有
」
に
は
セ
リ
の
古
訓
が
あ
り
、
「芹
」
に
通
ず
る
。
０
は
下
部
を
欠
損

す
る
が
、
上
端
部
が
圭
頭
形
を
塁
し
、
０
と
同
じ
形
態
に
な
る
可
能
性
が
強
い
。



釈
文
に
つ
い
て
は
ハ
下
半
の
四
文
字
が
①
Ｏ
と
も

「
二
丈

一
尺
」
と
共
通
し
て

お
り
、
筆
跡
も
同
質
で
あ
る
。

①
②
①
は
卒
塔
婆
、
①
Ｏ
は
用
途
が
不
明
で
あ
る
が
、
両
者
の
共
通
性
か
ら

同

一
の
性
格
を
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〓
一　
第

一
二
四
次
調
査

（東
殿
）

〔己
力
〕

ω
　
　
□
十

一
斤
□
ｏ
　
十

一
斤
置
　
日
甲
乙
丙
丁
戊
□
日
□

（ドトΦ）
×
］］
×
卜
６
　
０∞
ド

②

　

「
＜
□
第
三
□
」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

μ父
μ受
や
Ｓ

ω
は
両
端
部
を
折
損
し
、
中
央
部
に
穿
孔
が
あ
る
。
②
は
こ
け
ら
経
で
あ
る
。

上
端
部
に
削
り
だ
し
に
よ
る
小
突
起
が
あ
り
、
そ
の
下
部
左
右
側
面
に
は
切
り

込
み
が
入
る
。
下
端
部
は
尖
る
。

な
お
、　
そ
の
他
の
出
土
木
筒
に
つ
い
て
は
、

『
木
筒
研
究
』

一
〇
に
お
い
て

報
告
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
整
理
の
過
程
で
新
た
に
判
読
出
来
た
も
の
の
み

を
報
告
し
た
。

四
　
第

一
三
八
次
調
査

（田
中
殿
）

ω

　

「
讃
回
国
五
十
　
ｘ
　
　
　
　
　
」
　

（霞

在

マヽ
ト貸
φ
目

一

上
端
部
が
圭
頭
形
、
途
中
下
部
の
一
部
を
欠
損
す
る
が
、
下
端
部
の
み
残
存

し
、
尖
る
。
墨
書
の
剥
落
が
ひ
ど
く
、
文
字
の
細
部
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な

い
。
前
半
の
三
文
字
は

「讃
岐
国
」
で
あ
ろ
う
か
。
文
字
の
下
部
に
付
さ
れ
た

「
×
」
印
は
記
号
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
意
味
は
不
明
で
あ
る
。

出
土
状
況
か
ら
こ
の
木
簡
が
田
中
殿
の
地
業
に
関
連
す
る
も
の
と
考
え
て
良

さ
そ
う
で
あ
る
が
、
讃
岐
国
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
ど
の
様
な
意
味
を
有
し

て
い
る
の
か
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
木
筒
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所
の
橋
本
義
則

氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

働
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

『蔦
羽
離
宮
跡
　
区
画
整
理
道
路
予
定
地
内

発
掘
調
査
概
要
　
昭
和
五

一
年
度
』
全

九
七
六
年
）

同

『鳥
羽
離
官
跡
　
区
画
整
理
道
路
予
定
地
内
発
掘
調
査
概
要
　
昭
和
五
四

年
度
』
全

九
八
一
年
）

同

『増
補
改
編
　
鳥
羽
離
宮
跡
』
盆

九
八
四
年
）

京
都
市
文
化
観
光
局

。
②
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

『蔦
羽
離
宮
跡
発
掘

調
査
概
報
　
昭
和
六
二
年
度
』
盆

九
八
八
年
）

鈴
木
久
男

。
前
田
義
明

「京
都

。
鳥
羽
離
官
跡
」
Ｇ
木
簡
研
究
』

一
〇
　
一
九

八
八
年
）

（会
下
和
宏
）




